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　２月３日、壬生寺で行われた恒例の「厄よけ節分会」

には、福を求めて県内外から大勢の参拝客が会場を訪れ

ました。
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●国保・健康だより　　　　　　　２～

●引っ越しの時の各種届出

●第57回成人弐

●春の火災予防運動

　－あなたです　火のあるくらしの

　　　　　　　　　　　　　見はり役－
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　医療費の主な財源となっているのは、みなさんの保険税です。医療費を大切にするちょっ

とした心がけで医療費を節約しましょう。

●医療費が増える主な理由●
１

人□構造の高齢化

高齢社会で、病気になりがちな高齢者の人□が増えています。

２　医学・医療技術の進歩

　　医療の進歩・高度化により、診療にかかる費用が増えています。

３　慢性疾患患者の増加

　　生活習慣病などの長期治療を必要とする慢性疾患患者が増えています。

４　お医者さんのかかり方

何度も病院を変えて受診（重複受診）したり、薬をたくさんほしがったりするなどの行為が医

療費を増加させます。

●医療費を大切にするポイント●

　○　生活習慣を見直し、栄養・運動・休養をバランスよくとりましょう。

　○　重複受診や転医をひかえましょう。

　　同じ診察、検査などの繰り返しは、医療費のムダ使いになります。

　　お医者さんを信頼し、指示を守リましょう。

○　ｲ木日・時間外受診はなるべくさけましょう。

　　割増料金がかかります。

○　かかりつけ医をもちましょう。

かかりつけ医は、日常的な診療のほか、家族一人ひとりの病気の予防や健康管理のアドバイス

をしてくれます。

病状によっては、適切な医療機関を紹介してくれたり、とっさの場合など、心強い存在です。

　●交通事故に通った場合、至急ご連絡＜ださい！●

　相手方のいる交通事故に遭い、国民健康保険で治療を受けた方は、町に被害届を出していただくことに

なっています（届出用紙は役場にあります）。まずは至急、役場保健課国民健康保健係までご連絡＜ださ

い。

　なお、明らかにご自身に責があると思われる場合でも、事故の状況により過失割合が発生することかあ

ります。また、単独事故の場合でも同乗していた方は被害者となります。必ずご連絡＜ださい。

連絡先 保健課国民健康保険係　昔81－1836
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　　平成18年度分　国民健康保険

人間ドック・脳ドック検診費用助成

　　　　申込受付について

　平成18年度分の助成をご希望の方は、下記により受付いたしますので、申請をお願い

いたします。

　平成17年度から、対象者のいる世帯への申請書類の送付は廃止いたしました。 18年度

につきましても、ご案内の通知・申請書は送付いたしませんのでご了承願います。

【一斉受付】

　日　詩：平成18年４月了日（金） 午前８時　　から整理券配布

午前８時30分から整理券番号順に受付

場　所：壬生町保健福祉センター

　　　　　※―斉受付終了後の申請は、随時、役場保健課で受付いたします。

持参いただくもの

壬生町国民健康保険証

印鑑（認印）

【助成対象者】下記の全ての項目に該当される方

　①壬生町国民健康保険に加入している被保険者

②検診時に年齢35歳以上70歳未満の方（検診時に老人保健法の適用を受けている方を除＜）

③壬生町国民健康保険税を完納している世帯に属する方

【助成金額】

　人間ドック検診助成

　脳ドック検診助成

日帰りコース:25,000円

１泊２日コース:40,000円

日帰りコース:25,000円

○検診医療機関及び検診日程については、受付当日に会場にてお知らせいたします。また、申

　請書類等は会場に備え付けますので、当日会場でご記入いただきます。

　これから卒業シーズンを迎えますが、現在、修学等の理由で家族とは別に単独で『遠隔地被保険

者証』をお持ちの方が、学校を卒業した場合には、資格喪失の手続きと被保険者証の返還をしてい

ただ＜必要があります。

●卒業の場合：卒業証書の写し（または、学校から発行される証明書等）

　　　　　　　印鑑（認印）

　　　　　　　国民健康保険証（家族分と遠隔他用の両方）をご持参のうえ、手続きして下さい。

遠隔地被保険者証をお持ちの方で、その状況に変更があった場合（退学・長期滞在の終了等）にも、

忘れずに手続さして下さい。

３

一



1
8
年
度
か
ら
行
う
6
5
歳
以
上
の
方
の
健
診

　
現
在
行
っ
て
い
る
基
本
館
診
と
併
せ
て
「
介
護
予
防
の
た
め
の
生

活
機
能
に
問
す
る
評
価
」
（
生
活
機
能
評
価
）
が
加
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
介
護
状
況
に
な
る
こ
と
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
、
運
動
機
能
、
栄
養
状
況
な
ど
生
活
機
能
の
質
問

（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
及
び
検
査
デ
ー
タ
を
医
師
が
総
合
的
に
み
て

判
断
し
、
対
象
に
な
る
方
に
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
を
お

勤
め
し
ま
す
。

　
基
本
館
診
の
他
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診
は
、
今
ま
で
ど
お
り
胃

が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
は
１
年
に
１
回
、
子
宮

が
ん
、
乳
が
ん
は
隔
年
に
１
回
の
受
診
を
お
勤
め
し
ま
す
。

健
診
は
受
け
れ
ば
良
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
を
き
っ
か

け
に
、
精
密
検
査
が
必
要
な
ら
医
療
機
関
を
受
診
し
、
ま
た
肥
満
や

高
脂
血
症
が
あ
れ
ば
原
因
と
な
る
悪
い
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
動
機

付
け
の
機
会
に
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
保
健

師
や
栄
養
士
が
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
1
8
年
度
の
「
集
団
健
診
申
込
書
」
は
、
例
年
の
と
お
り
２
月

　
に
保
健
委
員
さ
ん
を
通
し
て
各
世
帯
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　
指
定
さ
れ
た
目
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
矛
防
し
よ
う

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
今
年
は
昨
冬
よ
り
早
く
流
行
し
始
め
て
お

り
ま
す
。

　
最
近
は
、
人
へ
の
感
染
力
が
強
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
出
現

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
脅
威
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
手
洗
い

や
う
が
い
の
励
行
な
ど
次
に
上
げ
る
日
常
生
活
を
心
が
け
れ
ば
、
あ

る
程
度
は
予
防
で
き
ま
す
。
皆
で
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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千
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問
合
せ
先
　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
保
健
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
昔
8
2
－
３
５
８
８

４

健
康
だ
よ
り
四

　
朝
夕
は
ま
だ
ま
だ
寒
く
、
春
と
は
名
ば
か
り
で
す
が
、
梅
が
香
り

春
の
足
音
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
国
で
は
、
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
て
、
国
民
医
療
制
度
の

見
直
し
が
図
ら
れ
医
療
制
度
改
革
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
医
療
費
の
適
正
化
が
改
革
の
課
題
で
す
が
、
年
齢
と
共
に
糖
尿
病
、

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
受
療
率
が
上
が
り
医
療

費
が
伸
び
て
い
る
状
況
で
、
今
ま
で
は
「
健
康
な
恕
戚
」
を
目
標
に

生
活
習
慣
病
予
防
中
心
で
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
1
8

年
４
月
か
ら
は
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
6
5
歳
以
上
の
方
は
介
護

予
防
事
業
と
し
て
「
活
動
的
な
8
5
歳
」
を
目
指
し
て
、
生
活
習
慣
病

予
防
と
併
せ
た
事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
健
康
と
長
寿
は
誰
し
も
の
願
い
で
す
。

　
今
後
は
医
療
費
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、
予
防
す
る
こ
と
が
重

視
さ
れ
、
国
民
▽
人
一
人
み
ん
な
が
な
ん
ら
か
の
行
動
を
お
こ
す
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
禁
煙
す
る
、
歩
く
、
食
生
活
に
気
を

つ
け
る
等
、
あ
な
た
は
何
を
し
ま
す
か
？
何
か
で
き
ま
す
か
？

　
今
回
は
、
集
団
健
康
診
査
及
び
食
事
に
つ
い
て
記
し
ま
し
た
の
で
、

参
考
に
し
て
下
さ
い
。

　
　
現
在
行
っ
て
い
る
基
本
健
康
診
査

・
対
象
年
齢
　
4
0
歳
以
上
の
方

・
内
容

　
問
診
、
視
診
等
、
検
尿
（
糖
、
蛋
白
、
潜
血
）

　
循
環
器
検
査
（
血
圧
測
定
・
血
液
・
心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査
）

・
方
法
　
集
団

・
健
診
料
金
　
　
５
。
０
９
３
円
（
町
補
助
有
）

　
個
人
負
担
金
　
１
。
３
０
０
円

　
＊
狸
戚
以
上
無
料



　
健
康
の
た
め
に
は
、
食
生
活
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
の
こ

と
で
し
よ
う
。

　
で
も
、
平
成
1
5
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
よ
れ
ば
、
3
0
～
6
0
歳

代
男
性
で
は
、
千
早
ル
ギ
ー
の
取
り
す
ぎ
が
原
因
で
３
人
に
１
人
が

肥
満
と
い
わ
れ
る
一
方
、
2
0
歳
代
女
性
の
２
割
以
上
は
、
や
せ
に
お

ち
い
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
た
、
若
い
方
の
中
で
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
等
の
「
栄
養
」

を
簡
単
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
ゼ
リ
ー
飲
料
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が

「
便
利
だ
」
と
も
て
は
や
さ
れ
て
お
り
、
食
事
よ
り
こ
れ
ら
に
栄
養

を
依
存
し
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
様
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
食
事
で
は
、
食
事
を
し
て
味
わ
う
お
い
し
い
、
お
な

か
が
す
い
た
、
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
で
満
足
、
し
あ
わ
せ
だ
と
心
を

満
た
す
「
食
の
豊
か
さ
」
は
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
で
は
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
文
部
科
学
省
と
共
に
よ

り
よ
い
食
生
活
を
送
る
た
め
に
食
生
活
指
針
を
作
成
し
、
町
で
も
啓

発
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

食
生
活
指
針

食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

　
　
・
心
と
か
ら
だ
に
お
い
し
い
食
事
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
・
家
族
の
団
ら
ん
や
人
と
の
交
流
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

２
　
１
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
健
や
か
な
生
活
リ
ズ
ム
を

　
　
・
朝
食
は
、
一
目
の
活
力
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
き
ち
ん
と
食
べ

　
　
　
ま
し
ょ
う
。

　
　
・
間
食
や
夜
食
は
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

｛
．
Ｊ
　
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を

　
　
・
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
組
み
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　
・
煮
る
、
焼
く
、
蒸
す
な
ど
調
理
方
法
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

ぅ
　
ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
　
・
穀
類
を
毎
食
と
っ
て
糖
質
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適
正
に
保

　
　
　
ち
ま
し
ょ
う
。

５
　
野
菜
・
果
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
豆
類
、
魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て

　
　
・
た
っ
ぷ
り
野
菜
と
果
物
で
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
、
牛
乳
、

　
　
　
乳
製
品
、
緑
黄
色
野
菜
、
豆
類
、
小
魚
な
ど
で
カ
ル
シ
ウ
ム

　
　
　
を
十
分
と
り
ま
し
ょ
う
。

６
　
食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に

　
　
塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に
、
食
塩
は
圭
日
1
0
ｇ
に
。

７
　
適
正
体
重
を
知
り
、
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に

８
　
地
域
産
物
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

９
　
調
理
や
保
存
を
う
ま
く
し
て
無
駄
や
廃
棄
を
少
な
く
。

１
０
　
自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
は
、
昨
年
「
何
を
」
「
ど
れ
だ
け
」
食
べ
れ
ば
よ
い
か
を
分
か

り
や
す
く
示
す
目
安
と
し
て
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
形
は
「
こ
ま
」
を
イ
メ
九
ン
し
描
い
て
い
て
、
１
日
に
必
要
な
食

事
量
が
イ
ラ
ス
ト
で
簡
単
に
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
食
事
の
際
に
主
食
に
、
味
噌
汁
や
煮
物
等
の
副
菜
を
２
つ

加
え
る
な
ど
、
ガ
イ
ド
を
目
安
に
す
る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
あ
な
た
の
食
事
の
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（3ｽj二　　　　←水･お茶

づ
〔１日分〕

『食事バランスガイド』あなたの食事は大丈夫？・

M
r
Q
4
M
Q
I

‘

N
～

Ｃ主菜（３～５つ）

　肉・魚・卵・大豆料理から３皿程度

すT坤＝冷ややっこ＝納豆゜目予箆き

ｻ14ぐやj44＝焼き魚＝j乳＝イ銘記。

　　＿ハンバーグ＿　豚肉の　＿鶏肉の３つ分－ステーキ‾しょうが焼き‾から揚げ

Ｄ牛乳・乳製品（２つ）

　牛乳だったら１本程度

Ａ主食（５～７つ）

　ごはん（中盛り）だったら4杯程度

＿　ごはん　＿おにぎり＿食パン＿ロールパン
‾小盛り１杯‾　１個　‾　１枚‾　　２個

＿　ごはん
‾中盛り１杯

……………　＿うどん＿もりそば＿スパゲティ
２つ分‾　１杯‾　１杯　‾　　１皿

牛乳　＿チーズ＿スライスチーズ＿ヨーグルト
ップ半分‾１かけ‾　　　１枚　　‾　１パック１つ分’コ

　犬＿牛乳瓶2で?９－１本分

Ｅ果物（２つ）

　みかんだったら２個程度

ぅ．Ｂ副菜（５～６つ）

　　野菜料理５皿程度

=1=i………=………=…………………1･.･･･:=＿野菜＿　キュウリと　＿具だくさん＿ホウレンソウ

ド1ｿﾞ?雅一サラダ‾ワカメの酢の物‾　みそ汁　‾のおひたし

－ヒジキの一者一一きのこ
‾　煮物　‾'ヽヽヽ旦‾ソテー

２つ分＝野菜の煮物＝野菜いため＝芋の煮っころがし

１　　－みかん＿りんご＿柿＿なし＿ぶどう＿桃　　　市．
　つ分‾１個‾半分‾１個‾半分‾半房‾１個　　　セ

５



引
っ
越
し
の
季
節
到
来

　
い
よ
い
よ
引
っ
越
し
の
季
節
到
来
で
す
。
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
、
こ
の
時

期
、
引
っ
越
し
を
考
え
て
い
る
方
、
転
入
や
転
出
、
転
居
等
を
さ
れ
る
場
合
は
、
必

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
一
・
　
　
　
　
　
　
　
　
・
”
　
　
　
　
　
　
一
一

　
／
”
―
‘
‘
ｆ
　
。
７
七
じ
悍
。
－
ご
。
‘
一
ｃ
４

　
町
内
の
学
校
間
で
の
転
校

　
住
民
譚
発
行
の
「
住
民
異
動
届
」
、

転
校
前
に
在
学
し
て
い
た
学
校
の
発
行

す
る
「
在
学
証
明
書
」
「
教
科
書
給
与

証
明
書
」
を
持
っ
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
町
外
へ
の
転
校

　
担
任
の
先
生
を
通
じ
学
校
長
に
申
し

出
て
、
「
在
学
証
明
書
」
「
教
科
書
給
与

証
明
書
」
［
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ

ン
タ
ー
の
加
入
に
関
す
る
書
類
］
を
も

ら
っ
て
、
転
校
先
の
市
町
村
教
育
委
員

会
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
外
か
ら
の
転
校

　
住
民
譚
発
行
の
「
住
民
異
動
届
」
と
、

転
入
前
に
在
学
し
て
い
た
学
校
が
発
行

す
る
「
在
学
証
明
書
」
「
教
科
書
給
与

証
明
書
」
「
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ

ン
タ
ー
の
加
入
に
関
す
る
書
類
」
を
持
っ

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
・
問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
一
一
一
8
1
－
↓
８
７
↓

　
・
進
学
す
る
と
き
●

　
進
学
の
た
め
、
他
の
市
町
村
等
に
転

出
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
学
生
の
医
療

費
は
、
扶
養
者
な
ど
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
民
健
康

保
険
で
は
、
こ
の
よ
う
な
学
生
に
、
親

元
と
別
の
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

必
要
な
も
の

　
国
民
健
康
保
険
証
・
在
学
証
明
証
又

は
学
生
証
の
写
し
・
印
鑑

問
合
せ
先

　
民
生
部
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係

　
　
　
　
　
　
　
　
音
8
1
－
１
８
３
６

手
続
き
先

　
民
生
部
住
民
課

　
稲
葉
出
張
所

　
南
犬
飼
出
張
所

音
８
１
－
１
８
２
５

音
8
2
－
１
０
０
２

音
8
6
－
０
０
０
４

W ’

引っ越しをされる時の届出一覧表

各
種
届
け
出
も
忘
れ
ず
に

１
″
”
●

種　類 内容と届け出期間 必　要　な　も　の

転入届
・他の市町村から引っ越し
　してきたとき

・住み始めてから14日以内

・印鑑

・前の市町村（前住所地）が発行した「転出証明書］
・国民健康保険に加入していた方は、申し出てください（転入する世帯で

　国民健康保険に加入していれば、目民健康保険証）
・国民年金手帳（加入している方のみ）
・国民年金の受給者は住所変更届を社会保険事務所に提出してください

　（住民課に用紙があります）
・国民年金老齢福祉年金証書（受給している方のみ）

・母子健康手帳（該当している方のみ）
・介護保険受給資格証明書（該当している方のみ）

・身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳を持参して福祉課
　で手続きをしてください。（該当している方のみ）

・児童手当用所得証明書を持参して福祉課で手続きをしてください
　（該当している方のみ）

・妊産婦、乳幼児医療受給資格者証を持っていた方は、申し出てください

転居届

・壬生町内で引っ越しした

　とき
・住み始めてからＨ日以内

・印鑑
・国民健康保険証（加入している方のみ）

・国民年金の受給者は住所変更届を社会保険事務所に提出してください
　（ｲ主民課に用紙があります）

・国民年金老齢福祉年金証書（受給している方のみ）
・老人医療受給者証・老人健康手帳、高齢受給者証

　（該当している方のみ）

・介護保険被保険者証（該当している方のみ）
・身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳を持参して福祉課

　で手続きをしてください。（該当している方のみ）
・支援費受給者証（該当している方のみ）
・住民基本台帳カード（所有している方のみ）

・各種医療受給者証（該当している方のみ）

転出届

・壬生町から他の市町村に
　引っ越しするとき

・住み始めの日の前後Ｈ目
　以内

・印鑑
・印鑑登録証（登録している方のみ）

・国民健康保険証（加入している方のみ）
・老人医療受給者証・老人健康手帳、高齢受給者証

　（該当している方のみ）
・介護保陰核保険者証（該当している方のみ）

・介護保険各種減額認定証（減額認定されている方）
・支援費受給者証（該当している方のみ）

・各種医療受給者証（該当している方のみ）
・住所地特例適用届（介護保険施設に入所している方）

・児童手当用所得証明書を交付請求してください
　（児童手当に該当している方のみ）
・ナンバープレートと標識交付証明書

　（125cc以下の原動機付き自転車を所有している方）
・住民基本台帳カード（所有している方のみ）

６



　壬生町・宇都宮市・下野市・上三川町・上河内町・河内町では、

「住民票の写し」・「戸籍謄抄本」の相互交付を行っています。

　６市町にお住まいのみなさんは、この区域内の「同一世帯の人

の住民票の写し」や「同一戸籍の人の戸籍謄抄本」を、近くの窓

口で受け取ることができます。

受付日時　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）

　　　　　午前８時30分～午後５時

問合せ先　住民課　昔８１－１８２５

水
道
の

　
閉
栓
手
続
き
を

　
　
忘
れ
ず
に
！

引
っ
越
し
の
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

前
も
っ
て
水
道
課
へ
閉
栓
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
の
際
は
、

住
所
・
氏
名
・
引
っ
越
し
日
時
・
引

っ
越
し
先
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

引
っ
越
し
ま
で
の
水
道
料
金
（
精
算

分
）
は
、
前
回
の
検
針
日
か
ら
引
っ

越
し
ま
で
の
使
用
量
を
も
と
に
計
算

い
た
し
ま
す
。

連
絡
（
閉
栓
の
手
続
き
）
を
い
た
だ

き
ま
せ
ん
と
、
水
道
を
使
用
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
引
き
続
き
料
金
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
必
ず
水

道
課
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
合
せ
先

水
道
部
水
道
課
昔
8
2
－
２
２
６
０

「
お
酒
の
消
費
者
窓
口
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

御
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　
関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
平
成
1
7
年
1
0
月
か
ら
課
税
第
二
部
酒
税
課
内
に
「
お
酒
の

消
費
者
窓
口
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
多
数
の
消
費
者
の
皆
様
か
ら
、
お
酒
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
や
ご
質

問
な
ど
を
い
た
だ
き
、
消
費
者
利
益
の
観
点
も
含
め
た
総
合
的
な
視
点
か
ら
、
酒
類
産

業
行
政
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
ご
意
見
等
は
、
電
話
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

な
お
、

■

意⑥⑤④③②①

次
の
事
項
も
で
き
る
限
り
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

氏
名

年
齢
（
何
十
代
で
も
結
構
で
す
。
）

性
別

職
業
（
職
種
で
も
結
構
で
す
。
）

住
所
（
都
道
府
県
ま
で
で
も
結
構
で
す
。
）

電
話
番
号
（
回
答
が
必
要
な
場
合
は
必
ず
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
）

見
等
の
受
付
方
法
一

　
電
　
　
話
　
０
４
８
－
６
０
１
－
３
３
６
３
（
直
通
）

　
郵
　
　
便
　
〒
３
３
０
－
９
７
１
９
　
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
１
番
地
１

　
　
　
　
　
　
関
東
信
越
国
税
局
　
課
税
第
二
部
　
酒
税
課
内
「
お
酒
の
消
費
者
窓
口
」

　
　
　
　
　
　
あ
て

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
８
－
６
０
Ｉ
－
３
３
６
４

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
関
東
信
越
国
税
局
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
a
n
t
o
s
h
.
n
e
t
s
u
.
n
t
a
‐
g
o
j
p
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
　
詳
し
く
は
、
関
東
信
越
国
税
局
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
や
税
務
署
の
窓
口
で
配
布
し
て

　
　
い
る
り
Ｉ
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

７



新成人の門|畠を祝う11
第57回成人式

　
１
月
８
目
、
穏
や
か
な
晴
天
の
下
、
壬
生
中
央
公
民
館
と
南

犬
飼
中
学
校
体
育
館
の
２
会
場
で
、
４
９
９
名
の
新
成
人
を
迎

え
、
第
5
7
回
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
成
人
式
運
営
委
員
の
成
人
者
が
司
会
進
行
を
務
め
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
開
催
さ
れ
、
中
央
公
民
館
で
は
、
主
催

者
を
代
表
し
て
清
水
町
長
が
あ
い
さ
つ
し
「
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

と
い
う
言
葉
を
心
に
と
ど
め
、
自
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
っ
て

く
だ
さ
い
ご
と
、
激
励
し
ま
し
た
。

　
成
人
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
成
人
者
を
代
表
し
て
、
壬
生
中
学

校
区
で
は
梁
島
和
博
さ
ん
が
、
南
犬
飼
中
学
校
区
で
は
高
山
裕

子
さ
ん
が
、
新
成
人
と
し
て
の
抱
負
や
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

校
歌
を
斉
唱
し
て
第
一
部
の
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
恩

師
に
よ
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
当
時
の
ク
ラ
ス
に
戻
っ
た
よ
う

な
雰
囲
気
の
中
、
笑
い
や
歓
声
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

南
犬
飼
中
学
校
区
で
は
、
中
学
時
代
の
写
真
紹
介
が
行
わ
れ
、

成
人
者
の
み
な
さ
ん
は
当
時
を
懐
か
し
そ
う
に
見
人
っ
て
い
ま

し
た
。

一

　
　
　
成
人
者
あ
い
さ
つ

「
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
思
え
る

　
　
　
　
　
人
生
に
向
か
っ
て
！
・梁島和博さん

　
新
春
の
今
日
の
往
き
日
、
多
数
の
ご

来
賓
の
皆
様
や
中
学
校
時
代
の
先
生
方

の
ご
臨
席
を
賜
り
、
こ
の
よ
う
に
盛
大

な
式
典
を
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
た
だ
今
は
、
町
長
様
を
は
じ

め
、
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い
お

祝
い
の
言
葉
と
意
義
深
い
人
生
の
ご
教

訓
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
私
は
、
現
在
、
埼
玉
県
で
生
活
を
し

て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
と
共
に
育
ち
、

多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
壬
生
町
で
、
成

人
式
を
迎
え
る
こ
と
は
、
大
変
意
義
深

い
こ
と
で
あ
り
、
将
来
に
向
け
自
分
を

見
つ
め
直
す
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
先
輩
の
皆
様

が
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
、
大
人
社
会
に

新
し
く
入
っ
て
い
く
も
の
と
し
て
、
し
っ

か
り
と
足
を
地
に
着
け
、
進
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
成
人
式
を
迎
え

た
と
い
い
ま
し
て
も
、
未
熟
も
の
ば
か

り
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
今
日
の
成
人

式
を
節
目
と
し
て
、
一
人
前
の
社
会
人

に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
つ
と
共
に
、
自
分
の
掲

げ
た
目
標
に
向
か
っ
て
、
日
々
、
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
何
年
か
後
に
、
自
分
の
歩
ん
で
き
た

道
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
「
本
当
に
良

か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
に
切
磋
琢
磨

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご

指
導
・
ご
鞭
鐘
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
式
典

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
、
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。

社
会
人
と
し
て
の
「
誇
り
」
と

　
　
　
　
「
責
任
」
を
自
覚
し
て
！高山裕子さん

　
新
春
の
今
日
の
佳
き
日
、
多
数
の
ご

来
賓
の
皆
様
や
中
学
校
時
代
の
先
生
方

の
ご
臨
席
を
賜
り
、
こ
の
よ
う
に
盛
大

な
式
典
を
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
た
だ
今
は
、
助
役
様
を
は
じ

め
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い
お
祝

い
の
言
葉
と
意
義
深
い
人
生
の
ご
教
訓

を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
社
申
し
あ
げ
　
。
。

ま
す
。

　
私
た
ち
は
今
日
か
ら
、
大
人
の
仲
間

入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
っ

た
家
族
や
学
校
、
地
域
の
皆
様
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
今
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
共
に
笑
い
、
共
に
成

長
し
て
き
た
こ
の
南
犬
飼
中
学
校
で
成

人
式
を
行
え
る
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
い

こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
自
分

を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
出
来
る
大
変
意

義
深
い
日
で
あ
り
、
身
の
引
き
し
ま
る

思
い
が
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
一
人
の
大
人

と
し
て
、
ま
た
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、

自
分
の
こ
と
、
地
域
の
こ
と
、
国
の
こ

と
、
そ
し
て
世
界
の
こ
と
と
、
様
々
な

事
柄
や
人
々
と
関
わ
り
合
っ
て
生
き
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
申
で
、

社
会
人
と
し
て
の
「
誇
り
」
と
「
責
任
」

を
自
覚
し
、
自
分
の
目
標
を
し
っ
か
り

と
持
ち
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
式
典

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
さ
ら
な
る

ご
指
導
・
ご
鞭
捷
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、

新
成
人
を
代
表
し
ま
し
て
お
礼
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



1薔1■を紗l脆略恥飢刻!ほ咄U
－あなたです火のあるくらしの見はり役－

　春は降水量が少なく、空気が乾燥しており、強風が吹くといった気象条件のため、火災が発生したときの被害が大

きくなりやすい傾向があります。

　平成17年中に石橋地区消防組合管内（壬生町を含む５町）で発生した火災件数は70件を数え、壬生町内では前年に

比べ16件減少しましたが18件発生しています。

　火災の原因別に見ると、原因不明・調査中を除くと、出火原因の第１位は「たき火」で16件、「配線器具」５件、

「たばこ」、「放火」、「火遊び」、「焼却炉」が各３件となっています。

　火災による損害額は、管内全体で１億2､843万１千円となります。また、火災により５名の方が亡くなられていま

す。火災は貴重な財産ばかりでなく、尊い生命までをも奪ってしまいます。くれぐれも火の元には十分気を付けてく

ださい。

　　●●聯14つの対策　・●

鯵逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

参寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。

参火災を小さい内に消すために、住宅用消化器を設置する。

参お年寄りや身体の不自由な人を守るために隣近所の協力

　体制をつくる。

傷⊇）

　○／

●● ７つのポイント

春家のまわりに燃えやすいものを置かない。

春寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

春天ぷらを揚げるときは、その揚を離れない。

春風の強いときは、たき火をしない。

春子どもには、マッチやライターで遊ばさない。

・電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。

参ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

９

●●よｺ３つの習慣　●●

　
布
団
で
一
服
…
。
寝
た
ば
こ
に
よ
る

火
災
が
怖
い
の
は
、
ち
ょ
う
ど
寝
入
っ

た
頃
に
発
生
す
る
か
ら
で
す
。

僣●

　
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
の
中
で
見
逃

せ
な
い
の
が
、
洗
濯
物
を
乾
か
す
等
の

暖
房
以
外
の
目
的
で
の
使
用
に
よ
る
も

の
で
す
。
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
落
ち
た
り

し
て
、
と
て
も
危
険
で
す
。

ストーブの前のスプレー缶など

　
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
に
鍋
を
か
け
た
ま

ま
、
ズ
ヮ
よ
っ
と
の
間
〃
と
思
っ
て
電

話
に
出
て
る
最
中
に
、
火
事
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。

-

｀ W /

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

ト
ー
ブ
は
燃

の
か
ら
離
れ

用
す
る
。

たえ

位や

づ

置
……,す

j==でｿy;い

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火

を
消
す
。



一

-

まちのわだい
,.,･,･j,,さらなる町の発展を願って………,,こ,………=･.,=.…………

　　　　　　　賀詞交歓会を開催

　新年を迎えた１月６日、壬生中央公民館中ホールにおいて、約450

名の各界代表者が出席して、賀詞交歓会が開催されました。

　主催者あいさつで清水英世町長は、「今後も、より一層個性あふ

れた、魅力あるまちづくりの実現に向け、全力を挙げて取り組んで

まいります｡」と述べました。

　続いて、鰹沼義則県議会議員を始め来賓祝辞の後、池節子教育委

貴会委員長の発声で乾杯が行われた後、下稲葉の喜峰会（出井喜好会主）による新春謡曲が披露されました。最後に

壬生町農業委員会長中嶋正氏の発声により、壬生町のさらなる発展を祈願して、万歳三唱が行われました。

ii゛'JI:'7i｢農業経営改善計画｣の認定を受ける'i゛i!゜

　認定農業省制度に基づき、新たに３名の農業者が認定を受け、１月12日に

役場会議室において、認定書の授与式が行われました。

　認定農業者制度は、経営規模の拡大や、生産方式・経営管理の合理化、休

日制・給与制の導入など、向こう５年間の経営目標をまとめた「農業経営改

善計画」を認定する制度です。

　認定を受けると、農地取得や機械・施設などの取得資金が低利で融資を受

けられるのをはじめ、税制の特例、経営相談や各種研修などが受けられます。

今回認定を受けた方々（敬称略）（　）内は目標とする営農類型

　神長陽吉　上　町（苗、水稲）　　　｀梁島貞男　鹿　鳥（苗、米麦）

　山崎久雄　福和田（米麦、露地野菜）

』境問題を通して｢もったいない｣,=,=｡｡,を｡壽｡え,1｡｡

雙゛|゛5｀"'涵'゜゜i8回女と男とめg゛弓ぢ2'rで11

　１月28日、壬生中央公民館中ホールにおいて、壬生町教育委

員会・壬生町女性団体連絡協議会（鯉沼玲子会長）主催の［第

18回女と男とのつどい］が、会員等約150名が参加して行われ

ました。

　講師にとちぎコープ生活協同組合理事長竹内明子先生を迎え、

『「もったいない」とは～環境問題を考えて～』と題して講演が

行われ、地球環境問題はエネルギー、食糧、平和等我々の生活

すべてに関係し、この問題は「物を大切に」、

「もったいない」を考えることへと繋がってい

ることを話されました。

　また、講演の前には各女性団体が取り組んで

いる、再利用をテーマとした「エコファッショ

ンショー」が行われました。
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください　広報広聴係a81-1812

川場サクさん、石崎冨子さんに

………　　　　　　　　　　特別敬老金……'i･.･･慰賎癒

　１月15［］に川場サクさんが、１月18［］に石崎冨子さんが満100歳を迎えられ、町から特別敬老金を贈り、長寿を祝い

ました。

　長寿の秘訣をうかがったところ、川場さんからは「好き嫌いなく何でも食べること」とお答えいただき、石崎さん

からは「毎日規則正しい生活をすること」とお答えいただきました。また、お二人とも家の仕事をよくやっていたと

のことでした。正しい生活習慣をし、体を動かすことが長寿の秘訣のようです。

※この制度は、平成４年４月から実施しており、10年以上本町に暮らし、100歳を迎えた方の長寿を祝い、特別敬老金

　を贈っているものです。

見
イ
ハ
さ
ん

　
　
交
通
栄
誉
緑
十
字
銀
章
を
受

　
本
丸
二
丁
目
の
人
見
イ
ハ
さ
ん
は
、
１
月
1
8
日
、
東
京
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
、
常
陸
宮
、
同
妃
両

殿
下
ご
臨
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
、
第
4
6
回
交
通
安
全
全
国
国
民
運
動
中
央
大
会
（
全
日
本
交
通
安
全
協

会
、
警
察
庁
主
催
）
に
お
い
て
、
交
通
安
全
栄
誉
緑
十
字
銀
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

｡,｡｡,,,｡5｡名の壬生町出身選手が活躍,……｡，）:7°･j

5゛:ﾌ……釦7回栃木県帥哨麿瀧吠会十

ｉ

　
同
章
は
、
多
年
に
わ
た
岳
父
通
安
全
に
尽
力
し
、
交
通

事
故
の
防
止
と
交
通
秩
序
の
確
立
に
貢
献
さ
れ
、
功
績
顕

著
な
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
人
見
さ
ん
は
、
壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
が
発

足
し
た
昭
和
5
4
年
当
初
か
ら
初
代
会
長
と
し
て
活
動
さ
れ
、

現
在
は
、
栃
木
地
区
（
栃
木
市
・
壬
生
町
・
大
平
町
・
岩

舟
町
・
都
賀
町
の
１
市
４
町
）
交
通
安
全
女
性
部
会
長
、

栃
木
県
交
通
安
全
協
会
女
性
部
連
合
会
長
と
し
て
、
交
通

事
故
防
止
の
た
め
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
「
女
性
な
ら
で
は
の
優
し
さ
を
も
っ
て
、
ご
父

通
安
全
は
家
庭
か
ら
〃
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
高
齢
者

交
通
安
全
家
庭
訪
問
指
導
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。
」

と
、
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
2
9
目
、
第
4
7
回
栃
木
県
郡
市
町
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
が
、
宇
都
宮
－
壬
生
―
栃
木
間
の

往
復
1
0
区
開
6
0
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
に
は
、
県
内
郡
市
町
か
ら
2
8
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
壬
生
町
を
含
む
下
都
賀
チ
ー
ム
は
、

壬
生
町
出
身
の
５
選
手
の
活
躍
も
あ
っ
て
、
見

事
５
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
駅
伝
日
和
と
な
っ
た
当
日
は
、

大
勢
の
駅
伝
フ
ァ
ン
が
沿
道
に
詰
め
が
け
、

「
が
ん
ば
っ
て
～
」
と
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
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まちのわだい
,･,｡………

県夕E口軍陣力1い者就労に取り組む

……………………,こご=,…………,こ=,==……=,i･1･ご,=｡ヨミ｡===………｡

　　　　　　　　　　　　　壬生町を視察

　
県
内
の
障
が
い
者
の
自
立
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
視
察
の
た
め
、
１
月
2
0

日
、
福
田
富
一
知
事
が
来
町
し
、
役
場
、
狽
協
医
科
大
学
、
授
産
施
設
む
つ
み

の
森
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
役
場
で
は
、
町
職
員
か
ら
関
係
機

関
と
連
携
し
た
知
的
障
が
い
者
の
就

労
促
進
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、
栃
木
養
護
学
校
生

か
福
祉
課
で
職
場
実
習
を
し
て
い
る

様
子
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
訪
問
し
た
狽
協
医
科
大
学
で
　
九

は
、
実
習
生
（
栃
木
養
護
学
校
生
）
　
－

が
会
議
資
料
の
セ
ッ
ト
や
郵
便
物
の
、

区
分
け
作
業
等
を
行
っ
て
い
る
様
子
｛
一

を
見
学
さ
れ
、
実
習
生
の
肩
を
た
た
［

い
て
「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
。

励
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

↑
七

実習生に声をかけられる知事（胃協大内において）

｡｡…………昔ながらの伝統行事“どんど焼"を実施｡。地元産の“イチゴ"どﾄﾏﾄﾞ｡，

六美北部自治会‘.･･liiSj･.:･･゛･………　寓a旨り痢'･今………　　　　のプレゼントに感激″I

　
こ
の
程
、
壬
生
町
薙
出
荷
組
合
（
中
村
正
組
合
長
）
と
下
野
農
協
壬
生
ト
マ
ト
部

会
（
落
合
義
治
部
会
長
）
は
、
掲
協
医
科
大
学
病
院
等
に
、
イ
チ
ゴ
と
ト
マ
ト
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
両
組
合
で
は
、
美
味
し
い
と
評
判
の
壬
生
町
産
の
イ
チ
ゴ
「
と
ち
お
と
め
」
と
ト

マ
ト
「
麗
容
」
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
し
も
つ
け
荘
に
食
村
を
供
給
し
て
い
る

共
栄
商
事
株
式
会
社
と
協
賛
で
、
今
回
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
‘
‘
’
~
‘
’
~
’

ｊ

子
で
し
た
。

　
同
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
し
も
つ
け
荘
、

同
病
院
の
レ
ス
ト
ラ
ン
等
に
１
ざ
０
０

人
分
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
昼
食
の
デ

ザ
ー
ト
等
と
し
て
食
膳
を
飾
り
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
か
ら
は
、
「
新
鮮
で
み
ず
み

ず
し
く
と
て
も
美
味
し
い
。
」
と
、
思

い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
感
激
の
様

　
１
月
Ｈ
日
、
六
美
北
部
自
治
会
地
内

の
田
ん
ぼ
に
お
い
て
、
六
美
北
部
ど
ん

ど
焼
実
行
委
員
会
（
星
元
寿
委
員
長
）

は
、
「
子
ど
も
た
ち
に
昔
な
が
ら
の
伝

統
行
事
を
体
験
さ
せ
よ
う
。
」
と
、
初

め
て
ど
ん
と
焼
き
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な

り
ま
し
た
が
、
約
１
３
０
名
が
参
加
し
、

無
病
息
災
を
願
っ
て
ま
ゆ
玉
を
食
べ
た

り
、
豚
汁
や
甘
酒
を
ご
馳
走
に
な
り
、

冬
の
一
夜
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
ど
ん
ど
焼
を
体
験
し
た
と
い

う
小
林
未
奈
さ
ん
（
睦
小
１
年
生
）
は
、

「
火
が
す
こ
し
怖
か
っ
た
け
ど
、
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
。
」
と
、
初
め
て
の
ど

ん
と
焼
に
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

一
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　　まちのわだい地域の話題などをお寄せください

いj,人権意識の高揚を図る

広報広聴係昔81－1812

　人権講話、人権街頭啓発活動を実施

思いやる、かけがえのない命を大切にー
且壬生東小、壬生中で人権講話・ビデオフォーラム開催

　町人権擁護委員協議会（大森出会長）による人権講話・ビデオフォー

ラムが、11月29日壬生束小学校、12月２［］壬生中学校で行われました。

　これは、お互いの人権を認め、守ることの大切さへの理解を深めて

もらうために行われました。

　３年生から６年生を対象に行われた壬生束小学校の講話会では、石

崎典子委員から「仲間はずれが一番つらい、友だちは大切にしてくだ

さい｡」との講話といじめに関するビデオ（しらんぷり）を鑑賞しま

した。

　また、３年生を対象に行われた壬生中学校の講話会では、大森吉委

員から「いじめは、しない・させない・見逃さない｡」との講話とビ

デオ（いじめ～その実態と克服の道を探る～）を鑑賞しました。両校

の児童、生徒ともに人権について真剣に取り組んでいました。

言人権街頭啓発活動の実施犬

　法務省・全国人権擁護委員連合会では、「人権デー」（12月10日）を最終日と

する１週間（12月４日から10日まで）を「第57回人権週間」と定め、広く国民

に人権デーの意義を訴えると共に人権意識の高揚を因っています。そこで町人

権擁護委員協議会では、12月９目町内のスーパー２ヵ所において、街頭啓発活

動を実施しました。

　
こ
の
程
、
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
の
手
塚

健
太
君
（
壬
生
東
小
６
年
）
は
、
全
日
本
剣

道
道
場
連
盟
主
催
の
体
験
・
実
践
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
栃
木
県
大
会
に
お
い
て
、
目
々
稽
古

を
し
て
い
る
剣
道
を
通
し
て
の
体
験
や
実
践

活
動
を
発
表
し
、
そ
の
成
績
が
極
め
て
優
秀

で
あ
る
と
し
て
、
小
学
生
の
部
で
見
事
、
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
７
日
、
千
葉
県
で
開
催
さ
れ

た
関
東
大
会
に
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、

敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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宍
手
塚
健
太
君

一
轍
騰
・
実
践
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

　
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
行
事
や
遊
び
を
体
験

し
て
も
ら
お
う
と
、
1
2
月
1
7
目
、
恒
例
の
餅

つ
き
と
カ
ル
タ
取
り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
子
ど
も
た
ち
約
２
０
０
名
が
参

加
し
、
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
や
民
生
委
員
、

壬
生
高
校
生
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

の
手
助
け
を
受
け
、
ベ
ッ
タ
ン
ベ
ッ
タ
ン
と

餅
つ
き
を
し
ま
し
た
。
つ
い
た
お
餅
は
、
き

な
粉
餅
や
雑
煮
に
し
て
振
る
舞
わ
れ
、
み
ん

な
で
つ
い
た
お
餅
は
特
別
美
味
し
く
、
お
か

お
り
を
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
ま
た
、
大
人
も

加
わ
っ
て
の
カ
ル
タ
取
り
大
会
も
行
わ
れ
、

真
剣
に
カ
ル
タ
を
追
う
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

行
事
や
遊
び

l
y
　
g
c
l
l
l
l
r

町
児
童
館
　

を
体
験

-

心/
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プ「ひばり」

　
昭
和
5
8
年
に
発
足
以
来
、
視
覚
障
が
い
者
の
福
祉
の
向
上
、

幼
児
や
児
童
の
豊
か
な
情
操
を
育
む
手
助
け
と
し
て
、
読
み
聞

か
せ
等
を
行
っ
て
い
る
壬
生
町
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ひ
ば
り
」
（
小
島
恵
美
子
会
長
・
会
員
1
6
名
）
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
同
「
ひ
ば
り
」
は
、
朗
読
テ
ー
プ
の
作
成
や
保
育
園
、
学
校

等
へ
の
訪
問
活
動
、
地
域
施
設
等
で
の
朗
読
等
、
地
域
福
祉
活

一

=φ

亀．=

‐
１
ト
プ
七
を

く
だ
さ
」
い
！

＆
　
＿
I
I
、
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
♂
％
♂

ご
利
用
扨
無
料
刄
す

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
言
言
言
縦
谷
巡
回
…
…
…

　
現
在
視
覚
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
４

名
の
方
が
、
「
広
報
壬
生
」
や
「
お
し

ら
せ
版
」
、
「
社
協
だ
よ
り
」
等
の
朗
読

テ
ー
プ
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会

で
は
「
も
っ
と
多
く
の
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
年
寄
り
の
方
な
ど
で
、
読

む
の
が
ど
う
も
苦
手
と
い
う
方
に
も
、

是
非
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
し
て

い
ま
す
。
依
頼
が
あ
れ
ば
、
書
籍
（
文

学
作
品
等
も
）
や
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
の
朗
読
テ
ー
プ
作
成
も
い
た
し
ま
す
。

活
動
内
容

・
　
「
広
報
壬
生
」
、
「
広
報
み
ぶ
　
お
し

　
ら
せ
版
」
、
「
社
協
だ
よ
り
」
等
の
、

　
朗
読
テ
ー
プ
の
作
成
と
送
付
。

・
視
覚
障
が
い
者
の
要
請
に
応
じ
、
書

　
籍
、
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
説
明
書

　
等
の
朗
読
テ
ー
プ
の
作
成
と
送
付
。

・
町
立
図
書
館
に
お
け
る
「
お
話
し
広

　
場
」
の
活
動
。

・
小
・
中
学
校
で
の
「
読
み
聞
か
せ
」

　
活
動
。

・
地
域
の
施
設
や
団
体
等
の
要
請
に
よ

　
る
朗
読
、
紙
芝
居
等
の
奉
仕
活
動
。

・
研
修
及
び
勉
強
会
の
開
催
。

・
会
報
「
ひ
ば
り
通
信
」
の
発
行
。

・
壬
生
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
へ
の
加
入
と
活
動

※
録
音
テ
ー
プ
の
ご
利
用
、
会
へ
の
関

　
心
等
の
あ
る
方
は
町
社
会
福
祉
協
議

　
会
合
8
2
－
７
８
９
９
ま
で
、
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

２
月
は

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す

　
次
の
項
目
で
省
子
不
度
を
調
べ
て
み
ま

し
よ
う
。

　
省
エ
ネ
行
動

　
暖
房
は
2
0
℃
、
冷
房
は
2
8
℃
を
目
安
に

　
温
度
設
定
を
し
て
い
る
。

　
冷
暖
房
機
器
は
不
必
要
な
つ
け
っ
ぱ
な

　
し
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
る
。

　
照
明
は
、
省
エ
ネ
型
の
蛍
光
灯
や
電
球

　
型
蛍
光
ラ
ン
プ
を
使
用
す
る
よ
う
に
し

　
て
い
る
。

　
人
の
い
な
い
部
屋
の
照
明
は
、
こ
ま
め

　
に
消
灯
し
て
い
る
。

　
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
た
ま
ま
、

　
他
の
用
事
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
こ
た
つ
の
温
度
設
定
を
こ
ま
め
に
調
節

　
し
て
い
る
。

　
洗
い
も
の
を
す
る
時
は
、
お
湯
の
温
度

　
を
低
く
し
て
い
る
。

　
冷
蔵
庫
は
季
節
に
あ
わ
せ
て
温
度
調
節

　
を
し
た
ｎ
へ
物
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い

　
よ
う
に
整
理
整
頓
し
て
い
る
。

　
冷
蔵
庫
の
扉
は
開
閉
を
少
な
く
し
、
開

　
け
て
い
る
時
間
を
短
く
す
る
よ
う
に
気

　
を
付
け
て
い
る
。

　
煮
物
等
の
下
ご
し
ら
え
は
電
子
レ
ン
ジ

　
を
活
用
し
て
い
る
。

　
お
風
呂
は
、
間
隔
を
お
か
ず
に
入
る
よ

　
う
に
し
て
、
追
い
炊
き
を
し
な
い
よ
う

　
に
し
て
い
る
。

　
シ
ャ
ワ
ー
は
お
湯
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に

　
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
る
。

　
外
出
時
は
、
車
に
乗
ら
ず
、
で
き
る
だ

　
け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
。

　
電
気
製
品
は
、
使
わ
な
い
時
は
コ
ン
セ

　
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
い
る
。

　
電
気
、
ガ
ス
、
石
油
機
器
等
を
買
う
時

　
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
イ
プ
の
も
の
を

　
え
ら
ん
で
い
る
。
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み/1ﾚなﾉの広場
　早

　川

心こ直起

請i輝お

ちち

やや

んん

（
Ｈ
1
2

（
Ｈ
1
7

（
松
原
）

４

９

生
Ｗ

2

16

生
Ｗ

井
ノ
山
舜
一
朗
ち
ゃ
ん
（
Ｈ
1
7
・
２
・
1
7
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
城
内
）

ヽ 一

７
擢
ご

寺内陽菜ちゃん（中央）

　　（H 15.2.13生）

関□美空ちゃん（旭町）

　　（H14.2.23生）

　次回は４月生まれのアイドルを募集します。

（締切３月20日）。写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承＜ださい。

　写真裏に住所、氏名、保護者名、生年月日、

電話番号を書いて、役場企画財政課（直接或

は郵便で〒321－0292壬生町通町12－22）ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。

-

ベ
ヘ
Ｎ
〆
Ｎ
ヘ
ヘ
ヘ
ベ
ヘ
ヘ
ノ
Ｎ
Ｎ
Ｘ
ヘ
ヘ
ヘ
Ｎ

い
シ
リ
ー
ズ
Ｈ

／／／／／／ゝ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／

と
う
　
か

桃
花

喪餌鯨だぶ･り．
　　　---
奪卿

／／／／／／／ｘ／／／／／／／ｘ／／／／／／／ｘ／／／／／／／ｘ／／／／／／／ｘ／／Ｚ外ｙ／Ｘ／／／／／／／Ｘ
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『
み
ぶ
の
史
跡
を
訪
ね
て
』

は
ら

原

Ｗ

心古
ふ
ん

墳

(1)

　
桃
花
暦
古
墳
は
、
古
墳
時
代
に
お
け

る
羽
生
田
地
区
最
後
の
権
力
者
の
お
墓

で
す
。
古
墳
は
羽
生
田
小
学
校
か
ら
北

に
約
１
㎞
の
と
こ
ろ
に
あ
る
大
円
墳

（
写
真
１
）
で
す
。
桃
花
原
古
墳
の
墳

頂
部
か
ら
は
北
東
の
丘
陵
上
に
あ
る
茶

臼
山
古
墳
と
富
士
山
古
墳
を
、
南
に
は

長
塚
古
墳
が
望
め
る
よ
う
、
歴
代
の
権

力
者
の
墓
が
一
望
で
き
る
位
置
に
築
か

れ
て
い
ま
す
（
今
は
山
林
に
遮
ら
れ
長

塚
古
墳
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
）
。

　
桃
花
暦
古
墳
の
発
掘
調
査
は
平
成
川

心
魂
か
ら
行
わ
れ
、
現
在
ま
で
に
「
前

庭
部
」
　
（
写
真
２
）
と
称
さ
れ
る
祭
り

の
場
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
発
見
さ
れ
る

な
ど
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
　
「
前
庭
部
」
は
写
真
の
よ
う
に
、
川

原
石
を
巧
み
に
積
み
上
げ
る
な
ど
し
て
築

か
れ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
死
者
を
埋
葬

す
る
際
に
、
死
者
と
の
最
後
の
お
別
れ

の
儀
式
を
行
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
桃
花
暦
古
墳
の
墳
丘
に
は
、

多
く
の
川
原
石
が
並
べ
ら
れ
、
古
墳
が

造
ら
れ
た
当
時
の
人
々
は
、
高
く
築
き

上
げ
ら
れ
た
川
原
石
の
山
を
見
ト
げ
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

辿万a,ﾆ･|｀.1

雫賜

（写真１）南側上空より撮影(写真２)正面から見た

　　　　　｢前庭部｣

　
次
回
は
、
こ
の
「
前
庭
部
」
か
ら
発

見
さ
れ
た
金
や
銀
で
飾
ら
れ
た
馬
具
や

長
さ
が
ｌ
ｍ
を
超
え
る
鉄
刀
、
そ
し
て

「
斧
状
鉄
製
品
」
と
称
さ
れ
る
全
国
的

に
も
数
少
な
い
出
土
品
に
つ
い
て
、
紹

介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
資
料
館
昔
8
2
－
８
５
４
４



おいしい学校給食 亘雲治亘瀧営言兜施

膳訓轡噸ﾄ福囃願需
倉
井
　
琉
希
ち
ゃ
ん
ご
兄
弟

（
原
宿
）

ソ
・
、
１

　町では、第３子以上の児童を養育している方に「すこ

やか子育て支援金」を交付しています。

※支後金の受給要件、申請方法等は、町福祉課児童福祉

　係（�81－1831）へ

■■■■■■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　　　　　　　　　　■■■■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

お詫びと訂正

　広報壬生１月号26頁『まちのうごき』で，「総人

口40,072人（12）男　19,651人（11）」は「総

人口40,073人（13）男　19,652人（12）」の

誤りでした。お詫びして訂正いたします。

｜

｜

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
言

小
林
帚
様
⑩
　
　
　
　
　
　
　
５
千
円

・
○
○
・

　１月25日、壬生小学校において、児童と農産物生産者

との交流会が、学校給食週間に合わせて行われました。

　交流会は、池元金良材についての知識を深め、池産池

沼や良育の取り組みを促進しようと、実施されました。

　当日は、イチゴやトマト、ゴボウの生産者、農産物の

直売関係者、下野農協職員等16名が、児童だちと給食を

其にし交流をしました。

　この［］のメニューは、地元産のゴボウを使った「牛肉

とゴボウのぴりからいため」で、児童たちは「柔らかく

ておいしい」とお代わりをしていました。

　給食の後行われた意見交換会では、生産者から「たく

さんある地元産の良材をもっと多く使ってほしい｡」と

の意見や、栄養士からは「安全・安心な良の観点から

も、生産者の顔の見える良材を多く使えるようになっ

てほしい｡」といった意見がだされました。

Sﾐ汐　　　　　　･,゛.''　.　',7‘
W　　……?、

riヽ｀　ぷl･-響翻匹●一
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版画｢ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ｣　………

　　　　　　　ヅ　Ｓ
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4

　　.y弧ﾄﾞ回司　　安塚小6年

　.t4ｿji二心　･'‘　　rjg　　　　　　　　　　いぐみ

版画｢私と習字｣

安塚小

　粂川
いくみ
郁美

　　　=lflfl
凪ＥＵＵ古紙配合率100％再生紙を使用しています
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